
 

 

 

 

  

           
          

  

   

 

 

      ● 斜里 RC 事務局メールアドレス 

    

             第 2875 回例会  2022 年 8 月 31 日（水）   発行：会報・広報・雑誌委員会 

点鍾：元木 誠二 会長     司会：三浦 詔男 副 SAA  

  

１．ゲストおよびビジター紹介 ～なし 

  

 

                          

３．会 長 の 時 間 ～元木会長                  

・先日の北海道新聞によると、観光船事故から 4か月余 

りが経った今でも観光業への影響が続いているとの記 

事が掲載されていました。記事によると、小型観光船 

の団体ツアー客の申し込みがほぼ無い状況というもの 

と同時に、宿泊人数においてもコロナ禍前の年からの 

比較では約半数にとどまっているそうです。 

 また、女満別空港の利用も道内空港と比べて低調ぶりが目立っており、お盆中の利用客は前年比 21％減。 

しかし、同時期の利用客では帯広空港 59％増、函館空港では 58％増となっており対照的な数字が出ていま 

す。 

  斜里町の 3本柱の一つである観光業への影響は斜里町全体への影響と捉えなければならないことは当然で 

あり、信頼回復に向けての行動は町民全員が一体となって行動することが不可欠だと思われます。 

何度も言いますが、信頼回復へ向けて斜里ロータリークラブに出来ることがあれば、全力で支援したいと考 

えておりますので、そのために提案や情報などございましたら、今年度の理事会に積極的に提案下さるよう 

今一度お願い申し上げます。 

 8 月のロータリー月間は「会員増強・新クラブ結成推進月間」であります。 

毎月テーマに沿って、RI担当からメールでラーニングセンター、いわゆる「マイロータリー」を利用した講 

習会の参加を推進され、私も受講いたしました。 

その中で少しだけ受講した内容を皆さんに紹介したいと思います。 

➀ 新会員を温かく歓迎する 

  退会者の多くは入会後 1～2年以内に退会するそうです。新会員がクラブに長くとどまり、意欲的に活動 

するには、新会員との強いつながりを築くことがカギとなります。 

そのためには、新会員オリエンテーションの開催や新会員がメインとなる例会を開催することが重要であ 

る。 

➁ 出席する価値のある例会を開く 

  会員は、クラブの一員であり続け、地域社会で奉仕するために例会に出席します。しかし、毎回同じよう 

  な例会ばかりでは、つまらないと感じる会員がいてもおかしくありません。時間を割いて例会に出席する 

価値があると感じてもらえるよう、会員のさまざまな関心に応え、活気ある例会を企画しましょう。 

 ➂ 活動意欲を引き出す 

   ロータリー入会の理由として最も多いのは、「地域社会への奉仕」です。クラブが意義ある奉仕プロジェ 

クトを実施することで、会員の誇りと参加意欲が高まります。 

 ④ 会員とのつながりを築く 

   「友情」、つまり人と人とのつながりは、ロータリー入会の理由として多く挙げられ、ロータリーにとど 
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   まる理由のトップとなっています。会員がロータリーで友情とつながりを築く方法は数多くあり、そのた 

めの活動や機会をクラブが提供することで、会員同士の交流が促されます。 

 他にもたくさんの事例を交えた例会の紹介や、具体的なアイディアもございましたが、機会があればご紹介

させていただきたいと思います。 

  さて、今回はそのテーマの中にもあった「女性会員」についてお話させていただきます。 

 今年度の RI会長、そして 2500 地区久木ガバナーにおいても、ご存知の通り女性の方です。 

 ロータリークラブと女性会員のお話を紹介すると、実は 1989 年の規定審議会までは会員資格は男性のみだ

ったそうです。しかし、その後女性会員の入会が認められると、翌年には全世界で 2万人もの女性会員が誕 

生し、2022 年現在では約 30万人となり女性会員の比率も 25％となっているそうです。 

 当クラブでは、現在女性会員は 4人です。全会員数が 33名ですので、割合にすると 12％となっています。 

これは、日本の女性会員の割合が 7％であることを比較するととても多い数字となっています。 

斜里ロータリークラブは DEIにある「多様性・公平性・包括性」といった点においてとても優秀なクラブで

あると自信を持って言えることです。 

 さらに、当クラブの浦田会員におかれましては 4 年前に斜里ロータリークラブ初の女性会長に就任される

とともに、今井会員が同じくして幹事に就任され、斜里クラブに様々な功績をもたらしました。 

さらに、今年度は大塚会員が初の委員長に就任されるとともに今年度においても浦田、武藤会員におかれま

しては委員長として皆さまもご存知の通り当クラブでも大いに活躍していただいております。 

 このように、斜里ロータリークラブは女性会員が活躍できる場であることを他クラブに証明することが出

来る素晴らしいクラブだと思っています。 

 しかし、「ロータリーの友」によれば女性会員の入会や維持するための意見としては「休日に過ごす家族の

時間などの貴重な時間をロータリーのために割くのであればそれ相応の重要性が必要」「長時間のセミナーや

会合への出席義務といった習慣を見直すべき」「魅力ある人や尊敬できる人、興味を引く運動があれば入会す

る」といった厳しい意見が述べられているそうです。 

 同時に、女性にとっては様々な壁もあります。 

例えば、「ロータリーに出席するためには家事、育児を引き受けてくれるパートナーがあってのことという意

識を男性ロータリアンに持って欲しい」「飲み会がメインの例会などは女性会員が目立ってしまい肩身が狭い。

懇親会に参加しないと仲間ができにくく、次の役職の時に気苦労がある」「参加すればするほど男社会を感じ

る」などのアンケートが載せられておりました。 

斜里ロータリークラブに在籍しておられる女性会員も口には出しませんが、このような思いがあったかもし

れません。たいへん苦労をされていると思います。 

 「会員が会員を知る」という今年度の私のテーマから今後の例会では女性会員に卓話を依頼して、ロータ

リーに対しての思いを語っていただく例会を企画する予定であります。 

そして、その機会には私もさらに女性を理解し、ひいては私の奥さんに褒められるようイメージしながらお

話を聞きたいと今から考えています。 

 最後になりますが、来週はいよいよ「ガバナー公式訪問例会」が開催されます。斜里ロータリークラブに

とっても 1年間の中でも重要な例会と認識しておりますと同時に丹羽ガバナー補佐輩出クラブとしても、会

員の皆様には多くの出席をいただけるようお願い申し上げます。 

 それでは本日も皆さんの貴重な時間を使った例会を有意義に過ごしましょう。 

 

４．幹 事 報 告 ～森田幹事 

・9/7 の「ガバナー公式訪問例会」ですが夜間の時間帯になりますが、会食は取りやめ食事は持ち帰りとなり 

ます。集合時間等は後日ご案内します。 

・北見、北見東、北見西各 RC より「活動計画書」が届いています。（回覧） 

 
 

・樽見出席・プログラム委員長～9 月の例会プログラム発表 

▪9/7（水） 第 2876 回例会～ガバナー公式訪問（担当：会長、幹事） 

▪9/10（土） 第 2877回例会～清里 RCとの親睦パークゴルフ大会（担当：親睦活動委員会） 

▪9/18（日） 第 2878回例会～ロータリー奉仕デー  前浜清掃（担当：職業、社会奉仕委員会） 

▪6/21（水） 休会 

▪9/28（水） 第 2879回例会～新入会員卓話（担当：出席、プログラム委員会） 

 

５．委員会、その他の報告  ～元木会長 



 

 

 

 

 

６．本 日 の プ ロ グ ラ ム ～元木会長  

✦斜里 RC IM実施に向けて 

◈丹羽ガバナー補佐 

 IM は 3月 25日に行われます。 

 まだまだ日にちがあると思いがちですが 12 月前にやっておくことがたくさんあります。 

 余裕を持って IMを迎えたいと思います。 

 ただ、IMにつきましては 3 年間行われておりません。何もないところから生むような形になりますが、 

 時間をかけて皆で知恵を出し合って是非とも成功させたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

▪この後、日下 IM実行委員長によって次の項目 

 について説明がありました。（パワーポイント使用） 

➀ IM について 

➁ 前回開催時の内容・流れ（2011-2012プログラム） 

➂ 各会員の担当について（組織図）  

④ 各委員会の役割について 

⑤ IM テーマについて 

⑥ グループディスカッション（4グループ） 

 

✦ 斜里ロータリークラブがホストとなるこの IM を成功させる 

 ため、会員皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

７. ニコニコ Ｂ Ｏ Ｘ ～なし  

 

 

▪本日出席～33 名中 26名出席（出席率：78.7％） 

      

☆ 幹事より次回例会の案内   
   ・次回は 9/7第 2876例会～ゆめホール 公式訪問例会 

 

 

                                                                                                                                                                                    

 

      

  

８．出 席 報 告 ～樽見出席・プログラム委員長  

斜里 RC 会長のテーマ 2022-2023 国際ロ－タリ－のテ－マ 


